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387　　　　 超音波断層法で 観察 した 18 ト リ ソ ミー

　胎児 の 形 態 的 特徴

388　　　 Fuji 　 Computed 　Radiography を 利 用

し た Pelvimetry の 標準 条件 の 決 定 と被 曝線量 軽

減 に つ い て

九州厚生年 金 病院
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〔目的 〕新生 児 期 の 外 科 的治療 に よ り治癒 し うる

形態異常を もつ 胎児 で し ば し ば染色体異常 児 を経

験す る 。 染色体異常の 有無 は 周産期管理 に 影響 を

与 え る。そ こ で ， 染 色体異 常 の 内 ，18 ト リソ ミ
ー

児に 注 目 し そ の 形態的特徴 を抽出 し，超音波断層

法 に よ る本症 の 出生前診断の可能性に つ い て検討

を加 えた 。 〔方法 〕過去 3 年 間 に 出生前診断の っ

い た 18 トリ ソ ミ
ー

症例 6 例 を対象 と した。超音波

断層法の 所見 は 頭蓋内構造 ， 心循環系 ， 消化器 系 ，

泌尿器系 ， 四 肢の観察か ら収集し た 。 使用 した 超

音波断層装置 は ALOKA − SSD2803 ．5MHz で あ

っ た 。 18 トリ ソ ミ
ー

の 最終診断 は 羊水穿刺また は

胎児採血 に よ る染色体分析 ，及 び 出生 後 の 染色体

検査 で 行 っ た 。 妊娠2G週か ら35週 まで の 正常胎児

5〔例 の 超音波断層法の 所見 を コ ン ト ロ
ー

ル と した 。

〔成績 〕対象例 で 超 音波断層法検査 を施行 した 妊

娠 週数は妊娠28 − 35週 で ， そ の 適応 は IUGR3 例，

羊水過多 2 例 ， 臍 ヘ ル ニ ア 疑 い 1 例 で あ っ た。観

察 され た 異常は ， 心奇形 2 例 ， 食道閉鎖 2例 ，臍

ヘ ル ニ ア 1 例 で 手足 の 拘縮 は 6 例す べ て で み られ

た。又，頭蓋内の 構造で は ，全例で 小脳 に 特徴的

所見が み られ た 。す な わ ち ， 正 常児 で 小 脳 虫部が

観察 され る 断面 で ，両側 の 小脳半球間 に 間隙が み

られた 。 正常胎児 50例の 観察 で は 小脳半球間 に 間

隙の み られ た 例 は な か っ た 。 〔結 論 〕 1）ユ8ト リソ

ミ
ー
胎児 6 例す べ て に お い て 観察 され た 所見 は 手

足 の 拘縮 と小脳半球間の 間隙で あ っ た 。 2）小脳 半

球間の 間隙は 玉8 ト リ ソ ミー
児 で の 小脳及 び小脳虫

部の 萎縮又 は 形成不金 を示す所見 と考 え られ た 。

3）上 記 の 超 音波断層法 に よ る 二 つ の 所 見 は 18ト リ

ソ ミ
ー

に 特有 で ，本症 の 超音波断層法 に よ る 出生

前診断 の 基 準 と し て 用 い る こ とが で き る 。

［目的 ］児頭骨 盤測 定 に お け る X 線骨 盤 計 測法 の

重要姓 は そ の 論 を ま た な い
。 し か し X 線骨 盤計測

法 は 妊娠 末期 の 発 達 し た 妊 婦 の 臀 部 の 撮影 を す る

た め の 撮 影条 件 の 困難 さ を 伴 うぽ か りで な く。胎

児 の 放射 線被 曝 に よ る 白血 病罹 患率 の 上 昇な ど の

問題 が あ っ た 。
こ れ に 対 し て 近年 ， 輝 尽 性 螢光体

を 用 い た デ ジ タ ル X 練 画 像法 （Fuji　Computed

Radiography ，　FCR 　）カミ開発さ れ ，　感 度 ，　画質

の 点 で 飛躍 的な進歩 が み られ た 。 そ こ で ， わ れ わ

れ は 骨盤 測定 に お け る FCR の 適 正 標準条件 の 決

定 と FCR に よ る 被 曝線量 軽減 の 検討 を 行 っ た
。

［方法 ］妊娠 52例を 対 象 と し， 画 像強調 パ ラ メ
ー

タ と し て は 階調 タ イ プ （GT ）A ，D ，E ，J ，K の 各タ

イ プ ， 周波数 タ イ プ （RT ）P ，Q，S，T の 各 タ イ プ，

回 転量 （GA ）の ・O．　4 ，0．7 ， 1．0 ，1、3 ，1，6 ， 周波

数 ラ ソ ク （RN ）の 2，3，5，7 を 用 い 各 々 の パ ラ メ

ー
タ の 組合 せ に よ る 画像 の 感度 ， 画質 の 評価 を 行

っ た
。

ま た 管 電 流， 管電 圧 を 同
一

に し た ま ま ， 撮

影時 間 を 短縮 さ せ ，従来 の 曝 射量 （40　nAs ） の 50

％ ， 25％ ， 12．5 ％， 6．3 ％ で 撮影 し た 。

［成績 ］1）FCR に お け る 骨 盤撮影 の 各 パ ラ メ
ー

タ で は GT は タ イ プ A ，　 RT は タ イ プ P ，
　 GA は

1．6 ， RT は 2．0 の 組合 せ が ， 画 像 の 感 度 及 び 画 質

の 点 で 最良 で あ つ た 。 2）被曝 線 量 で は 従来 の 曝射

量 の 12、590 の 量 で 十 分 ， 診 断 可 能 な 画質 の 像 が 得

られ た 。

［結 論 ］GT ，　 RT ，　 GA ，　 RN の 各種 パ ラ メ ー

タ の 至 適 標準条 件 の 決定 に よ り ， 従来 の X 線被 曝

線量 の 1a5 ％ に ま で 曝 射量 の 軽減 が で き， 胎 児 へ

の 被 曝 の 低 減 が 可 能 と な っ た 。
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